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№ 
単  元 

〔Hi , friends ! 2〕 目  標 主 な 活 動 活動に使用する表現 

１ 
Lesson 4 

Turn  right. 

「ドリームタウン」にある建物

や施設への行き方を尋ねたり答

えたりすることができる。 

ドリームタウン

の道案内をしよう 

Where is ～? 
Go straight. 
Turn right (left).  など

２ 
Lesson 5 

Let’s go to Italy. 

自分の行きたい県と、その県で

見たいものや食べたいものにつ

いて紹介することができる。 

行ってみたい県

を紹介しよう 

I want to go to ～. 
I want to see ～. 
I want to eat ～. など

３ 
Lesson 6 

What time 
 do you get up? 

インタビュー活動を通して、自

分の理想の生活時刻について伝

え合うことができる。 

「理想の休日」 

インタビュー 

I get up at ～. 
I have lunch at ～.  

など

４ 
Lesson 8 

What do you 
want to be? 

できることや好きなものなど

を紹介する表現を入れながら、自

分の夢について話すことができ

る。 

夢宣言スピーチ 

I want to be ～. 
I want to go to ～. 
I like ～.      など

   

【中学校：外国語（英語）科】 ３年生でのパフォーマンステスト例 

№ 
単  元 

〔NEW  HORIZON 3 〕 
実 施 時 期 技 能 ・ 領 域 パフォーマンステストのねらい 

５ 
Presentation 1 
日本文化紹介 

１学期中頃 Writing 
湯飲みやひな祭りなどの日本の文化

を紹介するための英文を書く。 

６ 
Unit 3 

Fair Trade Event 
１学期末頃 Speaking【やり取り】

自分の行きたい国についてペアで会

話をする。 

７ Unit 4 
To Our Future  
Generations 

２学期初め頃 

Speaking【やり取り】
被災した外国人のためになる支援の

仕方を話し合う。 

８ Writing 
被災した外国人 Kate の書いた英文

メモを読んで、彼女が必要とする情報

を伝えるためのメモを書く。 

９ 
Daily Scene 4 
道案内 

２学期中頃 Speaking【発表】 
自分が勧める名古屋の名所とそこま

での行き方を紹介し、その後、相手か

らの質問に答える。 

10 Unit 5 
Living with Robots 
－ For or Against 

２学期中頃 

Speaking【発表】 「制服は必要か」について、ペアでの

意見交換後、考えを発表する。 

11 Writing 
携帯電話の使用についての意見が書

かれた英文を読み、その意見に対する

自分の考えを書く。 

12 
Unit 6 

Striving for  
a Better  World 

２学期末頃 Writing 
「世界をよりよくするために努力した

人」について、その人物を選んだ理由

を明確にし、紹介文を書く。 

【小学校：外国語活動】 単元の終わりで、自分の思いや考えを伝え合う活動例

～ 教科化を見据えて ～ 

【平成２９年３月発行】 
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げて

グ

の

県

成２８年度
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グローバル

着実に増加

度に基づく

モノづくり

は、世界に視

が喫緊の課題

とりわけ、

や職種に携

で必要とさ

年生で外国

そこで、私

て、考えや気

ローバル化

２年間をか

における英

理念編

愛知

愛

バル化に

ル化の急速な
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コミュニケ

の集積地で
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課題といえま

英語による

携わる人々だ

れることが

国語（英語）

たちは、他

気持ちを伝

化に対応した

かけて研究協

英語教育を推
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知 県

に対応し
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異なる言語
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げるとともに

す。 
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た新たな英語
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題研究協議

委 員

たな英語

徒が外国人と

背景にもつ他

重要になって

徒が大変多く

を理解し、世

能力は、これ

う児童生徒の

に、次期学習

４年生に外国

日常的な話題

ーション能力

り方について

にしました。

とを願ってお

議会 

会 

語教育の

と出会い、交

他者を理解

てきています

く在籍する愛

世界中で活躍

れまでのよ

の生涯にお

習指導要領で

国語活動が導

題や社会的

力の育成を視

て、平成２
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おります。

の在り方

交流する機

し、尊重す

す。国内最

愛知県にお

躍できる人づ

うに一部の

ける様々な
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導入されます

的な話題まで

視野に入れて

８・２９年

フレットが

方 

機会

する

最大

おい

づく

の業

な場

５、

す。

で広

て、

年度

が本



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

≪ 指導
○ 互
シ

○ 一
に過
と」

 
≪ コミ

≪ 目 
外国

め、積
成を図
がら、

「

に

挑

｢読む

｢書く

十分

ま

「

か

≪ コミ
○ 児
選び

○ 何
物、

○ 挨
る場
わ

導の重点 ≫
互いの思い
ョンへの積
一単元で授
過度の負担
」の活動を

ミュニケー

小学校

標 ≫ 
国語を通じて
積極的にコミ
図り、外国語
コミュニケ

話すこと」

も進んで 

もう 

むこと｣と 

くこと｣の扱

留意しよう

ずは 

聞くこと」

から始めよう

ミュニケーシ
児童の発達段
び、その楽し
何度も表現
、絵から類
挨拶、買物
場面」、学校
る場面」を

→

≫ 
いを伝え合う
積極的な態度
授業を設計
担をかけない
を中心に指導

ション能力

の外国語

て、言語や
ミュニケー
語の音声や
ケーション

 

扱いに 

う 
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ション活動
段階に応じ
しさを体験
現を変えなが
類推しながら
物、道案内な
校や家庭で
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・  一語一

塊として

という経

き取れた

ましょう

・ 外来語

ある表現

児童が話

を選択し

・ 学習指

児童の状

を的確に

「書きた

工夫をし

う楽しさを味
度を育成し
し、外国語
いために
導しましょ

力の素地を養

語活動では

や文化につい
ーションを図
や基本的な表
ン能力の素地

動の充実に向
じて、話した
験できるタス
がら聞かせ
ら意味を理解
など「特有

での生活など
取り入れた

実践事例編

一句全てでは

て理解し、内

経験を積み重

た喜びを話す

。 

語など児童が

現や身近な話

話したいと思

しましょう。

指導要領の目
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たい」という
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味わわせ、
しましょう。
語を初めて学
「聞くこと」
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養うために
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いて体験的
図ろうとす
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向けたヒン
たいと思う内
スクやゲー
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解する活動

有の表現がよ
ど「身近な暮
た活動の導入

編【小学校
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はなく、意味

内容が分かっ

重ねる中で、

す活動へつな

が聞いたこと

話題を活用し

思う内容や表

 

目標を踏まえ

導可能かどう

ら、「読みたい

う思いを高め

いましょう。

コミュニケ
 

学習する児
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入 
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≪ 指導の重
○ 小学校
育成し、

○ 自分の
事項等
をもって

 
≪ コミュニ

≪ コミュ
○ 既習
いを伝

○ 学年
の設定

○ 技能
○ スピ
察等の
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≪ 目 標
外国語を
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くこと、話
ション能力

実際に

ション

多くつ

生徒の

高める

しよう

小学校

能力の

生かそ

•

重点 ≫ 
校での学習
、相互に関連
の考えや気
はコミュニ
て指導しま

ニケーション

ニケーショ
習の文法事項
伝えたり、相
年ごとの学習
定及び年間計
能統合型の言
ピーチや作文
の中から学習

→ →

ュニケ

中学校の

 ≫ 
を通じて、言
ニケーショ
話すこと、読
力の基礎を養

コミュニケ

する場面を

くろう 

の興味･関心
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・

・

・

・
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習を踏まえ、
連付けて活

気持ちを伝え
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ましょう。

ン能力の基

ョン活動の充
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相手の気持
習到達目標
計画への位
言語活動を
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習状況を的

→ → 実践
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言語や文化
ンを図ろう
読むこと、
養う。 

ケー 
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夫 

けた
・ より多く

とで学習内

りましょう

 第１学年入

の円滑な導

・ 生徒の実

を喚起する

・ ＡＬＴの生

生徒がコミ

しさを体験

定しましょ

・ 生活に即

語を話す必

定するよう

 インフォ

用した会話

多様な活動

４技能５領
活用できる場
え合う言語
ョンを支え

基礎を養うた

充実に向け
を適切に使い
持ちを聞いた
標の「CAN-D
位置付け  
を組み込んだ
ォーマンス

的確に評価す

践事例編【

ション

〔英語〕

化に対する理
うとする態度
書くことな

くの英語に触

内容の着実

う。 
入門期におけ

導入を心掛け

実態・ニーズを
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生きた英語を
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験できる場

ょう。 
即した現実的

必然性のあ

うに努めまし
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話活動やタス
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場を設定し
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えるものと

ために ≫

けたヒント≫
いながら、事
たりする場
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だ授業の推進
ステスト、活
する方法の選

【中学校】

ン能力
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理解を深め
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などのコミ
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ましょう。
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ましょう。

を十分活用し、
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面を多く設
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ましょう。
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た様

話

• 簡
賛否
確認
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読
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書

目指し

中

卒業時に目
○ 初歩的な
の意向など

○ 初歩的な
ことができ

常生活にお
取ることが

っくりはっ
説明など内
背景知識を
することが
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要に応じて
たりして対

き手に配慮
々なテーマ
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単な語句や
、理由、感
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感想を、簡
きる。

く こ と
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中学校卒業

目指す姿 ≫
な英語を聞
どを理解す
な英語を用
きる。 

※ 愛

おいて必要
ができる。

っきりと話
内容的にま
を活用しな
ができる。

と

て話し手に
対話を続け

慮しながら
マについて

と〔やり取

や文、適切
感想を明確
自分の意見

と〔発表〕

グラフの入
ある英文を
応じて推測
を理解する

と
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しながら、
簡単な語句

と

業時には

≫ 
聞いたり読ん
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聞き返した
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取り〕
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読んで、背

測しながら、
ことができ

様々なテー
賛否や理由

句や文を用い

は、こんな

んだりして
できる。 
分の伝えた

員会版CAN-

本的な情報

やや長い
ある話を聞
し手の意図

たり意味を
できる。

り読んだり
ことができ

言葉を用い
き手の理解
話すことが

文など内容
背景知識を

概要や要
きる。

ーマについ
由を添えた
いて書くこ

な姿に！

、話し手や

いことを表
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容的
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要点、

いて、
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と
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表現する
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